
(57)【要約】

物理的に安定なままであり、広範囲にわたる雰囲気温度

で長期間安定な粘度を特徴とする、エステルクアト柔軟

化化合物を含む水性濯ぎサイクル布帛柔軟化組成物であ

って：（ａ）アルカノールアミン及び脂肪酸誘導体の反

応に続いて四級化から誘導した約１～約２５重量％の生

物分解性脂肪エステル第四級アンモニウム化合物であっ

て、該脂肪エステル第四級アンモニウム化合物は、式（

Ｉ）［式中、Ｑは、構造－ＯＣＯ－または－ＣＯＯ－を

有するカルボキシル基を表し；Ｒ１は、８～２２個の炭

素原子を有する脂肪族炭化水素基を表し；Ｒ２は、－Ｑ

－Ｒ１または－ＯＨを表し；ｑ、ｒ、ｓ及びｔは、各々

独立して、１～３の数を表し；Ｘ－ ａ は、原子価ａの陰

イオンであり；前記脂肪エステル第四級アンモニウム化

合物中のモノエステル化合物の基準化パーセントは２８

％～３９％であり；ジエステル化合物の基準化パーセン

トは５２％～６２％であり、トリエステル化合物の基準

化パーセントは７％～１４％であり；全てのパーセント

は重量による。］によって表される生物分解性脂肪エス

テル第四級アンモニウム化合物と；（ｂ）約０．００１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 物 理 的 に 安 定 な ま ま で あ り 、 広 範 囲 に わ た る 雰 囲 気 温 度 で 長 期 間 安 定 な 粘 度 を 特 徴 と し
、 そ の 結 果 柔 軟 化 さ れ た 布 帛 に お け る 黄 色 化 及 び 臭 気 、 並 び に 組 成 物 に お け る 臭 気 の 問 題
を 最 小 に す る 、 エ ス テ ル ク ア ト 柔 軟 化 化 合 物 を 含 む 分 散 可 能 水 性 濯 ぎ サ イ ク ル 布 帛 柔 軟 化
組 成 物 で あ っ て ：
（ ａ ） ア ル カ ノ ー ル ア ミ ン 及 び 脂 肪 酸 誘 導 体 の 反 応 に 続 い て 四 級 化 か ら 誘 導 し た 約 １ ～ 約
２ ５ 重 量 ％ の 生 物 分 解 性 脂 肪 エ ス テ ル 第 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 化 合 物 で あ っ て 、 該 脂 肪 エ ス テ
ル 第 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 化 合 物 は 、 式 ：
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　 ［ 式 中 、 Ｑ は 、 構 造 － Ｏ Ｃ Ｏ － ま た は － Ｃ Ｏ Ｏ － を 有 す る カ ル ボ キ シ ル 基 を 表 し ； Ｒ １
は 、 ８ ～ ２ ２ 個 の 炭 素 原 子 を 有 す る 脂 肪 族 炭 化 水 素 基 を 表 し ； Ｒ ２ は 、 － Ｑ － Ｒ １ ま た は
－ Ｏ Ｈ を 表 し ； ｑ 、 ｒ 、 ｓ 及 び ｔ は 、 各 々 独 立 し て 、 １ ～ ３ の 数 を 表 し ； Ｘ － ａ は 、 原 子
価 ａ の 陰 イ オ ン で あ り ；
　 前 記 脂 肪 エ ス テ ル 第 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 化 合 物 は 、 モ ノ エ ス テ ル 、 ジ エ ス テ ル 及 び ト リ エ
ス テ ル 化 合 物 の 分 布 で 構 成 さ れ 、 各 Ｒ ２ が － Ｏ Ｈ で あ る 場 合 に 、 モ ノ エ ス テ ル 化 合 物 が 形
成 さ れ ； １ つ の Ｒ ２ が － Ｏ Ｈ で あ り 、 他 の Ｒ ２ が － Ｑ － Ｒ １ で あ る 場 合 に 、 ジ エ ス テ ル 化
合 物 が 形 成 さ れ ； 各 Ｒ ２ が － Ｑ － Ｒ １ で あ る 場 合 に 、 ト リ エ ス テ ル 化 合 物 が 形 成 さ れ ； 前
記 脂 肪 エ ス テ ル 第 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 化 合 物 中 の モ ノ エ ス テ ル 化 合 物 の 基 準 化 パ ー セ ン ト は
２ ８ ％ ～ ３ ９ ％ で あ り ； ジ エ ス テ ル 化 合 物 の 基 準 化 パ ー セ ン ト は ５ ２ ％ ～ ６ ２ ％ で あ り 、
ト リ エ ス テ ル 化 合 物 の 基 準 化 パ ー セ ン ト は ７ ％ ～ １ ４ ％ で あ り ； 全 て の パ ー セ ン ト は 重 量
に よ る 。 ］
に よ っ て 表 さ れ る 生 物 分 解 性 脂 肪 エ ス テ ル 第 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 化 合 物 と ；
（ ｂ ） 約 ０ ． ０ ０ １ ～ 約 ２ 重 量 ％ の 金 属 イ オ ン 封 鎖 剤 と ；
（ ｃ ） 約 ０ ～ 約 １ 重 量 ％ の 電 解 質 と ；
（ ｄ ） 約 ０ ～ 約 ２ 重 量 ％ の 乳 化 剤 と ；
（ ｅ ） 約 ０ ～ 約 ５ 重 量 ％ の 香 料 と ；
（ ｆ ） 残 り は 水 ；
を 含 む 水 性 濯 ぎ サ イ ク ル 布 帛 柔 軟 化 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 約 ５ ～ 約 ２ ０ 重 量 ％ の 脂 肪 エ ス テ ル 第 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 化 合 物 を 含 む 、 請 求 項 １ に 記 載
の 布 帛 柔 軟 化 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 脂 肪 エ ス テ ル 第 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 化 合 物 中 の モ ノ エ ス テ ル 化 合 物 の 基 準 化 パ ー セ ン
ト は 約 ３ １ ％ ～ 約 ３ ７ ％ で あ り 、 ジ エ ス テ ル 化 合 物 の 基 準 化 パ ー セ ン ト は 約 ５ ３ ％ ～ 約 ５
９ ％ で あ り 、 ト リ エ ス テ ル 化 合 物 の 基 準 化 パ ー セ ン ト は 約 ８ ％ ～ 約 １ ２ ％ で あ り 、 全 て の
パ ー セ ン ト は 重 量 に よ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 布 帛 柔 軟 化 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 モ ノ エ ス テ ル 化 合 物 の 基 準 化 パ ー セ ン ト は 約 ３ ４ ％ で あ り 、 ジ エ ス テ ル 化 合 物 の 基 準 化
パ ー セ ン ト は 約 ５ ６ ％ で あ り 、 ト リ エ ス テ ル 化 合 物 の 基 準 化 パ ー セ ン ト は 約 １ ０ ％ で あ る
、 請 求 項 ３ に 記 載 の 布 帛 柔 軟 化 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
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　 有 効 な 量 の 請 求 項 １ に 記 載 の 布 帛 柔 軟 化 組 成 物 を 含 む 水 溶 液 を 形 成 す る こ と と 、 次 に 柔
軟 化 す べ き 布 帛 を 前 記 水 溶 液 と 接 触 さ せ る こ と と を 含 む 、 布 帛 を 柔 軟 化 す る 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 液 体 布 帛 柔 軟 化 組 成 物 に 関 す る 。 よ り 詳 細 に は 、 本 発 明 は 、 自 動 家 庭 用 洗 濯
機 の 濯 ぎ サ イ ク ル に お い て 使 用 す る の に 適 し 、 長 期 間 に わ た っ て 物 理 的 に 安 定 で か つ 高 活
性 な ま ま で あ る 、 金 属 イ オ ン 封 鎖 剤 と 組 み 合 わ せ て エ ス テ ル 化 第 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 柔 軟 剤
を 含 む 布 帛 柔 軟 化 組 成 物 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 エ ス テ ル 化 第 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 化 合 物 は 、 布 帛 柔 軟 剤 と し て 従 来 技 術 に お い て 周 知 で あ
る 。 Jacques et al.に 付 与 さ れ た 米 国 特 許 第 4,844,823号 は 、 ジ エ ス テ ル 化 長 鎖 脂 肪 酸 ジ
低 級 ア ル キ ル 第 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 塩 を 脂 肪 族 ア ル コ ー ル と 共 に 使 用 す る た め の 好 ま し い ク
ラ ス の 陽 イ オ ン 柔 軟 剤 と し て 説 明 し て い る 。 EP-A-309052に お い て は 、 四 級 化 柔 軟 化 化 合
物 の 化 学 的 安 定 性 を 改 良 す る と 言 わ れ て い る ア ル キ オ キ シ ル 化 ア ル コ ー ル （ alkyoxylated
 alcohol） と 組 み 合 わ せ て モ ノ エ ス テ ル ま た は ジ エ ス テ ル 第 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 化 合 物 を 含
む 液 体 柔 軟 化 組 成 物 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 エ ス テ ル 化 第 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 化 合 物 （ “ エ ス テ ル ク ア ト （ Esterquat） ” ） は 、 Kang 
et al.（ ス テ パ ン （ Stepan） ） に 付 与 さ れ た 米 国 特 許 第 3,915,867号 に お い て 説 明 さ れ て
お り 、 こ れ は 、 Ｎ － メ チ ル ， Ｎ ， Ｎ － ジ － （ ベ ー タ － Ｃ １ ４ － Ｃ １ ８ － ア シ ル オ キ シ エ チ
ル ） ， Ｎ － ベ ー タ － ヒ ド ロ キ シ エ チ ル ア ン モ ニ ウ ム メ ト サ ル フ ェ ー ト を 含 む 。 こ う し た エ
ス テ ル ク ア ト は 、 良 好 な 柔 軟 化 特 性 並 び に 優 れ た 白 色 度 保 持 及 び 再 湿 潤 特 性 を 特 徴 と し 、
ア ル カ ノ ー ル ア ミ ン 及 び 脂 肪 酸 ア ル キ ル エ ス テ ル 混 合 物 の 反 応 に よ っ て 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Contet et al.（ ス テ パ ン ） に 付 与 さ れ た 米 国 特 許 第 5,637,743号 に お い て は 、 第 四 級 ア
ン モ ニ ウ ム 塩 布 帛 柔 軟 剤 が 説 明 さ れ て お り 、 こ れ は 、 脂 肪 酸 ま た は こ の よ う な 酸 の 脂 肪 エ
ス テ ル 誘 導 体 と 第 三 級 ア ミ ン と の 反 応 か ら 誘 導 さ れ 、 こ こ で 、 脂 肪 酸 フ ラ ク シ ョ ン 対 第 三
級 ア ミ ン の モ ル 比 は １ ． ８ ５ ～ １ ． ４ ０ で あ り 、 こ の モ ル 比 は 、 四 級 化 プ ロ セ ス の 前 の 平
衡 分 布 に お け る モ ノ エ ス テ ル の 増 大 し た レ ベ ル に 対 応 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 陽 イ オ ン 柔 軟 化 材 料 と 金 属 イ オ ン 封 鎖 ま た は キ レ ー ト 化 成 分 と の 組 合 せ は 、 従 来 技 術 に
お い て 周 知 で あ る 。 Ceulemans et alに 付 与 さ れ た 米 国 特 許 第 6,020,304号 は 、 例 え ば 、 金
属 イ オ ン を 金 属 イ オ ン 封 鎖 で き る 成 分 と 組 み 合 わ せ て 布 帛 柔 軟 剤 成 分 及 び 具 体 的 に 定 義 さ
れ た 架 橋 済 み 陽 イ オ ン 性 ポ リ マ ー を 含 む 液 体 布 帛 柔 軟 化 組 成 物 を 説 明 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 WO 97/13828に お い て は 、 布 帛 柔 軟 剤 組 成 物 が 説 明 さ れ て お り 、 こ れ は 、 香 料 、 ま た は
染 料 、 ま た は 定 義 さ れ た 脂 肪 酸 化 合 物 ま た は 酸 部 分 と 一 緒 に 重 金 属 イ オ ン 封 鎖 剤 と 組 み 合
わ せ て 布 帛 柔 軟 化 活 性 剤 を 含 む 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 エ ス テ ル ク ア ト 化 合 物 は 通 常 部 分 的 に 不 飽 和 な の で 、 こ れ は 、 例 え ば ジ － 獣 脂 、 ジ － メ
チ ル ア ン モ ニ ウ ム ク ロ リ ド 柔 軟 剤 化 合 物 に よ っ て 例 示 さ れ る 従 来 の 飽 和 陽 イ オ ン 柔 軟 剤 の
使 用 と 比 較 し て 、 布 帛 柔 軟 剤 組 成 物 を 配 合 す る 際 に 幾 つ か の 異 な る 利 点 を 提 供 す る 。 第 １
に 、 エ ス テ ル ク ア ト が よ り 低 い 温 度 で 融 解 し 、 水 中 に 均 一 な 分 散 系 を 容 易 に 形 成 す る こ と
が で き る 限 り は 、 エ ス テ ル ク ア ト 化 合 物 は 一 般 に 飽 和 誘 導 体 よ り も 取 り 扱 い 及 び 処 理 が 容
易 で あ る 。 さ ら に 、 エ ス テ ル ク ア ト の 濃 度 は 水 溶 液 中 で 容 易 に 増 大 さ せ る こ と が で き 、 エ
ス テ ル ク ア ト 柔 軟 剤 に 基 づ く 市 販 の 柔 軟 化 製 品 中 の 広 範 囲 の 柔 軟 剤 濃 度 の 配 合 に 対 処 す る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 し か し な が ら 、 エ ス テ ル ク ア ト 化 合 物 は 、 硬 水 中 に 存 在 す る 重 金 属 塩 、 例 え ば 鉄 の 存 在
下 で 、 そ の 不 安 定 性 に 関 し て 欠 点 を 有 す る 。 こ う し た 重 金 属 は 、 不 飽 和 エ ス テ ル ク ア ト 化
合 物 と 相 互 作 用 し て 黄 色 っ ぽ い 色 を 形 成 さ せ 、 最 終 的 に は 、 柔 軟 化 さ れ た 布 帛 表 面 の 黄 色
の し み の 出 現 並 び に 酸 化 さ れ た エ ス テ ル ク ア ト に 関 連 す る 臭 気 の 問 題 を も た ら す 。 こ の 反
応 の マ イ ナ ス の 影 響 を 打 ち 消 す た め に 、 金 属 イ オ ン 封 鎖 剤 を 従 来 布 帛 柔 軟 化 組 成 物 中 に 取
り 入 れ て 、 溶 液 中 の 遊 離 陽 イ オ ン と 錯 体 を 形 成 し 、 エ ス テ ル ク ア ト 柔 軟 剤 と の さ ら な る 相
互 作 用 の た め に 利 用 で き な い よ う に す る 。 し か し な が ら 、 金 属 イ オ ン 封 鎖 剤 は 今 度 は 一 般
に 通 常 の 加 水 分 解 反 応 を 触 媒 し 、 こ の 反 応 は 、 エ ス テ ル ク ア ト 化 合 物 中 に 生 じ 、 そ れ に よ
っ て エ ー ジ ン グ 時 の エ ス テ ル ク ア ト 粘 度 安 定 性 、 並 び に 効 果 的 な 柔 軟 化 を 提 供 す る エ ス テ
ル ク ア ト の 能 力 に 悪 影 響 を 及 ぼ す （ 特 に 柔 軟 化 組 成 物 を 高 温 で エ ー ジ ン グ す る 場 合 ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 従 っ て 、 広 範 囲 に わ た る 雰 囲 気 温 度 で 長 期 間 物 理 的 に 安 定 な ま ま で あ り 、 金 属 イ オ ン 封
鎖 剤 の 存 在 下 で 安 定 な 粘 度 を 提 供 す る 、 エ ス テ ル ク ア ト に 基 づ く 布 帛 柔 軟 化 組 成 物 に 対 す
る 必 要 が 、 従 来 技 術 に お い て 存 在 す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 物 理 的 に 安 定 な ま ま で あ り 、 広 範 囲 に わ た る 雰 囲 気 温 度 で 長 期 間 安 定 な 粘 度
を 特 徴 と し 、 そ の 結 果 柔 軟 化 さ れ た 布 帛 に お け る 黄 色 化 及 び 臭 気 、 並 び に 組 成 物 に お け る
臭 気 の 問 題 を か な り 最 小 に す る 、 エ ス テ ル ク ア ト 柔 軟 化 化 合 物 を 含 む 分 散 可 能 水 性 濯 ぎ サ
イ ク ル 布 帛 柔 軟 化 組 成 物 で あ っ て ：
（ ａ ） ア ル カ ノ ー ル ア ミ ン 及 び 脂 肪 酸 誘 導 体 の 反 応 に 続 い て 四 級 化 か ら 誘 導 し た 約 １ ～ 約
２ ５ 重 量 ％ の 生 物 分 解 性 脂 肪 エ ス テ ル 第 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 化 合 物 で あ っ て 、 該 脂 肪 エ ス テ
ル 第 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 化 合 物 は 、 式 ：
【 化 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ １ １ 】
　 ［ 式 中 、 Ｑ は 、 構 造 － Ｏ Ｃ Ｏ － ま た は － Ｃ Ｏ Ｏ － を 有 す る カ ル ボ キ シ ル 基 を 表 し ； Ｒ １
は 、 ８ ～ ２ ２ 個 の 炭 素 原 子 を 有 す る 脂 肪 族 炭 化 水 素 基 を 表 し ； Ｒ ２ は 、 － Ｑ － Ｒ １ ま た は
－ Ｏ Ｈ を 表 し ； ｑ 、 ｒ 、 ｓ 及 び ｔ は 、 各 々 独 立 し て 、 １ ～ ３ の 数 を 表 し ； Ｘ － ａ は 、 原 子
価 ａ の 陰 イ オ ン で あ り ；
　 前 記 脂 肪 エ ス テ ル 第 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 化 合 物 は 、 モ ノ エ ス テ ル 、 ジ エ ス テ ル 及 び ト リ エ
ス テ ル 化 合 物 の 分 布 で 構 成 さ れ 、 各 Ｒ ２ が － Ｏ Ｈ で あ る 場 合 に 、 モ ノ エ ス テ ル 化 合 物 が 形
成 さ れ ； １ つ の Ｒ ２ が － Ｏ Ｈ で あ り 、 他 の Ｒ ２ が － Ｑ － Ｒ １ で あ る 場 合 に 、 ジ エ ス テ ル 化
合 物 が 形 成 さ れ ； 各 Ｒ ２ が － Ｑ － Ｒ １ で あ る 場 合 に 、 ト リ エ ス テ ル 化 合 物 が 形 成 さ れ ； 前
記 脂 肪 エ ス テ ル 第 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 化 合 物 中 の モ ノ エ ス テ ル 化 合 物 の 基 準 化 パ ー セ ン ト は
２ ８ ％ ～ ３ ９ ％ で あ り ； ジ エ ス テ ル 化 合 物 の 基 準 化 パ ー セ ン ト は ５ ２ ％ ～ ６ ２ ％ で あ り 、
ト リ エ ス テ ル 化 合 物 の 基 準 化 パ ー セ ン ト は ７ ％ ～ １ ４ ％ で あ り ； 全 て の パ ー セ ン ト は 重 量
に よ る 。 ］
に よ っ て 表 さ れ る 生 物 分 解 性 脂 肪 エ ス テ ル 第 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 化 合 物 と ；
（ ｂ ） 約 ０ ． ０ ０ １ ～ 約 ２ 重 量 ％ の 金 属 イ オ ン 封 鎖 剤 と ；
（ ｃ ） 約 ０ ～ 約 １ 重 量 ％ の 電 解 質 と ；
（ ｄ ） 約 ０ ～ 約 ２ 重 量 ％ の 乳 化 剤 と ；
（ ｅ ） 約 ０ ～ 約 ５ 重 量 ％ の 香 料 と ；
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（ ｆ ） 残 り は 水 ；
を 含 む 組 成 物 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 好 適 な 具 体 例 に お い て は 、 布 帛 柔 軟 化 組 成 物 は 、 約 ５ ～ 約 ２ ０ 重 量 ％ の 脂 肪 エ
ス テ ル 第 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 化 合 物 を 含 む 。
　 本 明 細 書 に お い て 説 明 す る 柔 軟 化 組 成 物 は 、 約 ５ ０ ０ cp未 満 、 よ り 好 ま し く は 約 ２ ５ ０
cp未 満 の 安 定 な 粘 度 を 特 徴 と し 、 そ の 結 果 、 こ れ は 、 広 範 囲 に わ た る 雰 囲 気 温 度 で 長 期 間
容 易 に 注 ぐ こ と が 可 能 な ま ま で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 脂 肪 エ ス テ ル 第 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 化 合 物 に お い て は 、 モ ノ エ ス テ ル 化 合 物 の 重
量 基 準 化 パ ー セ ン ト は 好 ま し く は 約 ３ １ ％ ～ 約 ３ ７ ％ で あ り 、 ジ エ ス テ ル 化 合 物 の 重 量 基
準 化 パ ー セ ン ト は 好 ま し く は 約 ５ ３ ％ ～ 約 ５ ９ ％ で あ り 、 ト リ エ ス テ ル 化 合 物 の 重 量 基 準
化 パ ー セ ン ト は 好 ま し く は 約 ８ ％ ～ 約 １ ２ ％ で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 は ま た 、 上 記 に 定 義 し た 布 帛 柔 軟 化 組 成 物 で 構 成 さ れ る 有 効 な 量 の 組 成 物 を 含 む
水 性 浴 中 で 、 処 理 す べ き 布 帛 を 濯 ぐ こ と を 含 む 、 布 帛 を 柔 軟 化 す る 方 法 を 包 含 す る 。
　 本 明 細 書 に お い て 説 明 す る モ ノ 、 ジ 、 及 び ト リ エ ス テ ル ク ア ト の 重 量 ％ を 、 "Character
isation of quaternized triethanolamine esters (esterquats) by HPLC, HRCGC and NM
R" A. J. Wilkes, C. Jacobs, G. Walraven and J. M. Talbot - Colgate Palmolive R&D
 Inc.- 4th world Surfactants Congress, Barcelone, 3-7 VI 1996, page 382と い う 刊
行 物 に お い て 説 明 さ れ て い る 定 量 的 分 析 方 法 に よ っ て 決 定 す る 。 乾 燥 試 料 に 関 し て 測 定 し
た モ ノ 、 ジ 及 び ト リ エ ス テ ル ク ア ト の 重 量 ％ を 、 １ ０ ０ ％ で 基 準 化 す る 。 基 準 化 は 、 約 １
０ ～ １ ５ 重 量 ％ の 非 四 級 化 種 の 例 え ば エ ス テ ル ア ミ ン 及 び 遊 離 脂 肪 酸 の 存 在 が 理 由 と な っ
て 必 要 と な る 。 従 っ て 、 本 明 細 書 に お い て 説 明 す る 基 準 化 重 量 ％ は 、 原 料 の 純 粋 な エ ス テ
ル ク ア ト 成 分 を 指 す 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 は 、 金 属 イ オ ン 封 鎖 剤 の 存 在 下 で 柔 軟 化 組 成 物 中 に １ ～ ２ ５ 重 量 ％ の 濃 度 で 本 発
明 の 脂 肪 エ ス テ ル 第 四 級 ア ン モ ニ ウ ム 化 合 物 を 使 用 す る こ と は 、 特 に 広 範 囲 に わ た る 雰 囲
気 温 度 で 長 期 間 エ ー ジ ン グ さ れ た 柔 軟 剤 組 成 物 に お い て 、 水 性 柔 軟 剤 組 成 物 中 の エ ス テ ル
ク ア ト 化 合 物 の か な り よ り 大 き な 安 定 性 を も た ら し 、 同 時 に 、 現 在 エ ス テ ル ク ア ト 柔 軟 剤
の 使 用 に 関 連 す る 布 帛 黄 色 化 及 び 臭 気 の よ う な 問 題 を 最 小 に す る と い う 発 見 に 基 づ い て い
る 。 さ ら に 、 本 発 明 の 組 成 物 は 、 同 等 の レ ベ ル の 従 来 の エ ス テ ル ク ア ト 柔 軟 剤 を 含 む 組 成
物 と 比 較 し て 、 同 等 の 柔 ら か さ 性 能 を 提 供 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の エ ス テ ル ク ア ト 布 帛 柔 軟 剤 は 、 米 国 特 許 第 3,915,867号 に お い て 説 明 さ れ て い
る よ う に （ こ の 開 示 を 、 本 明 細 書 に お い て 参 考 の た め に 引 用 す る ） 、 ト リ ア ル カ ノ ー ル ア
ミ ン 及 び 脂 肪 酸 を 反 応 さ せ る こ と に よ っ て 製 造 さ れ る 。 得 ら れ た エ ス テ ル 化 生 成 物 は 、 次
の ３ つ の エ ス テ ル ク ア ト 種 を 含 む エ ス テ ル ク ア ト 化 合 物 で あ り ： １ 個 の ト リ ア ル カ ノ ー ル
ア ミ ン 分 子 上 で の そ れ ぞ れ １ 、 ２ 及 び ３ 個 の 脂 肪 酸 分 子 の 反 応 か ら 生 じ る モ ノ － エ ス テ ル
ク ア ト ； ジ － エ ス テ ル ク ア ト ； 及 び ト リ － エ ス テ ル ク ア ト で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 エ ス テ ル 化 プ ロ セ ス 条 件 に 依 存 し て 、 こ う し た ３ つ の 種 の 分 布 は 変 化 す る こ と が あ る 。
本 明 細 書 に お い て 説 明 す る エ ス テ ル ク ア ト 化 合 物 は 、 少 な く と も １ 種 の 飽 和 ま た は 不 飽 和
線 形 ま た は 枝 分 れ 脂 肪 酸 ま た は 誘 導 体 を 含 む 脂 肪 酸 フ ラ ク シ ョ ン と 少 な く と も １ 種 の 官 能
基 化 第 三 級 ア ミ ン と の 間 の 縮 合 反 応 の 生 成 物 を 四 級 化 す る こ と に よ っ て 製 造 さ れ 、 こ こ で
、 脂 肪 酸 フ ラ ク シ ョ ン 対 第 三 級 ア ミ ン の モ ル 比 は 約 １ ． ７ ： １ で あ る 。 こ の よ う な エ ス テ
ル ク ア ト 界 面 活 性 剤 の 製 造 方 法 は 米 国 特 許 第 5,637,743号 （ ス テ パ ン ） に お い て 説 明 さ れ
て お り 、 こ の 開 示 を 、 本 明 細 書 に お い て 参 考 の た め に 引 用 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
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　 前 述 の モ ル 比 は 、 生 成 物 中 の モ ノ 、 ジ 及 び ト リ － エ ス テ ル ク ア ト 化 合 物 の 間 の 平 衡 を 決
定 し よ う 。 例 え ば 、 モ ル 比 約 １ ． ７ を 使 用 し て 、 約 ３ ４ ％ の モ ノ － エ ス テ ル ク ア ト 、 約 ５
６ ％ の ジ － エ ス テ ル ク ア ト 及 び 約 １ ０ ％ の ト リ － エ ス テ ル ク ア ト （ 本 発 明 に よ る 脂 肪 エ ス
テ ル ク ア ト 化 合 物 で あ る ） の 基 準 化 分 布 を も た ら す 。 他 方 で は 、 例 え ば 、 モ ル 比 約 １ ． ９
６ を 使 用 し て 、 約 ２ １ ％ の モ ノ － エ ス テ ル ク ア ト 、 ６ １ ％ の ジ － エ ス テ ル ク ア ト 及 び １ ８
％ の ト リ － エ ス テ ル ク ア ト の 基 準 化 分 布 を も た ら す 。 こ の よ う な 平 衡 分 布 を 有 す る 最 後 の
エ ス テ ル ク ア ト 化 合 物 は 本 発 明 に よ ら ず 、 本 明 細 書 に お け る 実 施 例 に お い て 従 来 技 術 の 典
型 で あ る 比 較 組 成 物 と し て 説 明 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 柔 軟 剤 組 成 物 が 水 性 分 散 系 と し て 提 供 さ れ 、 こ こ で 、 布 帛 柔 軟 剤 エ ス テ ル ク ア ト 化 合
物 は 、 水 性 相 中 に 安 定 に 分 散 し た 微 細 に 分 割 し た 形 態 で 存 在 す る 。 一 般 に 、 分 散 し た 粒 子
の 粒 度 と し て 平 均 し て 約 ２ ５ ミ ク ロ ン （ μ m） 未 満 、 好 ま し く は ２ ０ μ m未 満 、 特 に 好 ま し
く は １ ０ μ m以 下 は 、 実 際 の 使 用 の 最 中 に 、 典 型 的 に 自 動 洗 濯 機 の 濯 ぎ サ イ ク ル に お い て
粒 度 を 維 持 で き る 限 り は 、 柔 軟 化 及 び 安 定 性 の 両 方 に 関 し て 許 容 可 能 で あ る 。 下 限 は 特 に
必 要 要 件 と い う わ け で は な い が 、 実 際 的 な 製 造 の 観 点 か ら 、 一 般 に 約 ０ ． ０ １ μ m未 満 で
は な く 、 好 ま し く は 少 な く と も 約 ０ ． ０ ５ μ mで あ ろ う 。 分 散 し た 柔 軟 剤 成 分 の 好 ま し い
粒 度 範 囲 は 約 ０ ． １ ～ 約 ８ μ mで あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 分 散 系 の 水 性 相 は 主 に 水 で あ り 、 通 常 脱 イ オ ン 水 ま た は 蒸 留 水 で あ る 。 粘 度 の 調 節 の た
め に 必 要 な 場 合 、 少 量 （ 例 え ば 、 最 高 約 ５ 重 量 ％ ま で ） の 共 溶 媒 が 存 在 す る こ と が あ る 。
好 ま し い ア ル コ ー ル は 、 ２ ～ ４ 個 の 炭 素 原 子 を 有 す る も の 、 例 え ば 、 エ タ ノ ー ル 、 プ ロ パ
ノ ー ル 、 イ ソ プ ロ パ ノ ー ル 、 及 び プ ロ ピ レ ン グ リ コ ー ル ま た は エ チ レ ン グ リ コ ー ル で あ る
。 イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ー ル （ ２ － プ ロ パ ノ ー ル ） が 特 に 好 ま し い 。 し か し な が ら 、 共 溶 媒
は 必 要 で は な く 、 一 般 に は 避 け る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 柔 軟 剤 組 成 物 は 、 分 散 系 の 粘 度 を 低 減 し 、 約 ５ ０ ０ cp未 満 、 よ り 好 ま し く は ２
５ ０ cpの 安 定 な 低 粘 度 を 長 期 間 維 持 す る た め に 、 電 解 質 を 含 ん で よ い 。 一 般 に 、 鉱 酸 の ア
ル カ リ 金 属 ま た は ア ル カ リ 土 類 金 属 塩 の い ず れ で も 電 解 質 と し て 使 用 で き る 。 そ れ ら の 利
用 可 能 性 、 溶 解 度 及 び 低 い 毒 性 に 基 づ い て 、 Ｎ ａ Ｃ ｌ 、 Ｃ ａ Ｃ ｌ ２ 、 Ｍ ｇ Ｃ ｌ ２ 及 び Ｍ ｇ
Ｓ Ｏ ４ 並 び に ア ル カ リ 金 属 及 び ア ル カ リ 土 類 金 属 の 同 様 の 塩 が 好 ま し く 、 Ｃ ａ Ｃ ｌ ２ が 特
に 好 ま し い 。 電 解 質 の 量 を 選 択 し て 、 組 成 物 が 粘 度 ５ ０ ０ cp未 満 、 よ り 好 ま し く は ２ ５ ０
cpに 達 す る の を 確 実 に す る 。 一 般 に 、 必 要 な 電 解 質 塩 の 量 は ０ ． ０ １ ～ １ ． ０ 重 量 ％ 、 好
ま し く は ０ ． ０ １ ～ ０ ． ４ ０ 重 量 ％ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 従 来 技 術 の 濃 縮 柔 軟 剤 組 成 物 と は 異 な り 、 本 発 明 の 組 成 物 は 一 般 に 、 単 数 ま た は 複 数 の
柔 軟 化 成 分 を 組 成 物 中 に 分 散 さ せ 、 組 成 物 の 物 理 的 安 定 性 を 確 実 に す る た め に 、 乳 化 剤 を
必 要 と し な い 。 所 望 に よ り 、 乳 化 剤 を 柔 軟 剤 組 成 物 中 に 含 め て よ く 、 例 え ば 、 ア ル キ ル 鎖
長 約 １ ３ ～ １ ５ 個 の 炭 素 原 子 を 有 す る 脂 肪 族 ア ル コ ー ル エ ト キ シ ラ ー ト で あ り 、 こ こ で 、
１ モ ル 当 り の エ チ レ ン 基 の 数 は 約 １ ５ ～ ２ ０ で あ る 。 こ の よ う な 使 用 の た め に 特 に 好 ま し
い の は 、 Ｉ Ｃ Ｉ ケ ミ カ ル ズ （ ICI Chemicals） が 製 造 す る シ ン ペ ロ ニ ッ ク Ａ ２ ０ （ Synpero
nic A20） で あ り 、 こ れ は 、 ア ル コ ー ル １ モ ル 当 り ２ ０ モ ル の エ チ レ ン オ キ シ ド を 有 す る
エ ト キ シ ル 化 Ｃ １ ３ ～ Ｃ １ ５ 脂 肪 族 ア ル コ ー ル で あ る 非 イ オ ン 性 界 面 活 性 剤 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 金 属 イ オ ン 封 鎖 ま た は キ レ ー ト 化 化 合 物 を 、 本 発 明 の 布 帛 柔 軟 化 組 成 物 中 に ０ ． ０ ０ １
～ ２ 重 量 ％ の 濃 度 で 含 め る 。 有 用 な 金 属 イ オ ン 封 鎖 化 合 物 は 、 金 属 イ オ ン を 金 属 イ オ ン 封
鎖 で き 、 柔 軟 化 組 成 物 の 少 な く と も ０ ． ０ ０ １ 重 量 ％ の レ ベ ル で 、 好 ま し く は 約 ０ ． ０ ０
１ ％ （ １ ０ ppm） ～ ０ ． ５ ％ 、 よ り 好 ま し く は 約 ０ ． ０ ０ ５ ～ ０ ． ２ ５ 重 量 ％ 存 在 す る 。
性 質 が 酸 性 で あ る 金 属 イ オ ン 封 鎖 化 合 物 は 、 酸 形 態 で 或 い は 適 切 な 対 陽 イ オ ン の 例 え ば ア
ル カ リ 若 し く は ア ル カ リ 土 類 金 属 イ オ ン 、 ア ン モ ニ ウ ム 若 し く は 置 換 ア ン モ ニ ウ ム イ オ ン
ま た は 任 意 の こ れ ら の 混 合 物 と の 錯 体 ／ 塩 と し て 存 在 し て よ い 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 金 属 イ オ ン 封 鎖 化 合 物 は 、 ア ミ ノ カ ル ボ ン 酸 化 合 物 及 び 有 機 ア ミ ノ ホ ス ホ ン 酸 化 合 物 、
並 び に そ の 混 合 物 の 中 か ら 選 択 さ れ る 。 適 切 な ア ミ ノ カ ル ボ ン 酸 化 合 物 と し て は ： エ チ レ
ン ジ ア ミ ン 四 酢 酸 （ Ｅ Ｄ Ｔ Ａ ） ； Ｎ － ヒ ド ロ キ シ エ チ レ ン ジ ア ミ ン 三 酢 酸 ； ニ ト リ ロ 三 酢
酸 （ Ｎ Ｔ Ａ ） ； 及 び ジ エ チ レ ン ト リ ア ミ ン 五 酢 酸 （ Ｄ Ｅ Ｐ Ｔ Ａ ） が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 適 切 な 有 機 ア ミ ノ ホ ス ホ ン 酸 化 合 物 と し て は ： エ チ レ ン ジ ア ミ ン テ ト ラ キ ス （ メ チ レ ン
ホ ス ホ ン 酸 ） ； １ － ヒ ド ロ キ シ エ タ ン １ ， １ － ジ ホ ス ホ ン 酸 （ Ｈ Ｅ Ｄ Ｐ ） ； 及 び ア ミ ノ ト
リ （ メ チ レ ン ホ ス ホ ン 酸 ） （ モ ン サ ン ト （ Monsanto） に よ っ て デ ク エ ス ト ２ ０ ０ ０ （ Dequ
est 2000） と し て 市 販 さ れ て い る ） が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 本 発 明 の 組 成 物 は 、 ０ ％ ～ 約 ５ ％ の 香 料 を 含 ん で よ い 。 本 明 細 書 に お い て 使 用 す る “ 香
料 ” と い う 用 語 を そ の 通 常 の 意 味 で 使 用 し て 、 任 意 の 非 水 溶 性 芳 香 物 質 ま た は 天 然 （ す な
わ ち 、 花 （ flower） 、 ハ ー ブ 、 花 （ blossom） ま た は 植 物 の 抽 出 に よ っ て 得 ら れ る ） 、 人
工 （ す な わ ち 、 天 然 油 ま た は 油 成 分 の 混 合 物 ） 及 び 合 成 に よ っ て 製 造 し た 芳 香 を 放 つ 物 質
（ synthetically produced odoriferous substance） を 含 む 物 質 の 混 合 物 を 指 し 、 含 む 。
典 型 的 に 、 香 料 は 、 様 々 な 有 機 化 合 物 の 例 え ば ア ル コ ー ル 、 ア ル デ ヒ ド 、 エ ー テ ル 、 芳 香
族 化 合 物 及 び 様 々 な 量 の 精 油 （ 例 え ば 、 テ ル ペ ン ） の ブ レ ン ド の 複 雑 な 混 合 物 で あ り 、 精
油 自 体 が 揮 発 性 の 芳 香 を 放 つ 化 合 物 で あ り 、 香 料 の 他 の 成 分 を 溶 解 す る の に も 役 立 つ 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 水 不 混 和 性 の 基 準 に 適 合 し 、 快 い 臭 気 を 有 す る 限 り は 、 液 体 布 帛 柔
軟 剤 組 成 物 の 性 能 に 関 し て 、 香 料 の 特 定 の 組 成 は 重 要 で は な い 。
　 本 発 明 の 組 成 物 は 、 ０ ％ ～ 約 ２ ％ の 保 存 剤 の 例 え ば 、 ブ ロ モ ニ ト ロ プ ロ パ ン ジ オ ー ル （
シ ュ ル ケ ＆ マ イ ル （ Schulke & Mayr） 製 の オ イ キ シ ル Ｋ ４ ４ ６ （ Euxyl K446） ） ま た は １
， ２ － ベ ン ズ イ ソ チ ア ゾ リ ン － ３ － オ ン （ ア ベ シ ア ・ バ イ オ サ イ ズ （ Avecia Biocides）
製 の プ ロ キ セ ル Ｂ Ｄ ２ － （ Proxel BD2-） ま た は プ ロ キ セ ル Ｇ Ｘ Ｌ ） と 混 合 し た 乳 酸 ま た
は ホ ル ム ア ル デ ヒ ド ま た は １ ， ２ － ジ ブ ロ モ － ２ ， ４ － ジ シ ア ノ ブ タ ン の 溶 液 を 含 ん で よ
い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 超 濃 縮 液 体 組 成 物 の ゲ ル 化 を 防 ぐ た め に 、 組 成 物 は 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル ポ リ マ ー
ま た は ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル ア ル キ ル エ ー テ ル ポ リ マ ー を 含 ん で よ い 。 本 明 細 書 に お い
て 有 用 な ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル ポ リ マ ー は 、 分 子 量 少 な く と も ２ ０ ０ か ら 分 子 量 最 高 約
８ ， ０ ０ ０ ま で を 有 す る 。 有 用 な ポ リ マ ー と し て は 、 ポ リ エ チ レ ン グ リ コ ー ル 及 び ポ リ エ
チ レ ン グ リ コ ー ル メ チ ル エ ー テ ル ポ リ マ ー （ オ ー ル ド リ ッ チ ・ ケ ミ カ ル ・ カ ン パ ニ ー （ Al
drich Chemical Company） か ら 販 売 さ れ て い る ） が 挙 げ ら れ る 。 組 成 物 中 の ポ リ マ ー の 有
用 な 量 は 、 約 ０ ． １ ～ 約 ５ 重 量 ％ の 範 囲 に わ た る 。 約 ０ ． ５ ～ 約 １ ． ５ 重 量 ％ の 範 囲 が 好
ま し い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 レ オ ロ ジ ー 調 整 剤 （ rheology modifier） と し て 有 用 で あ る こ と が 見 い 出 さ れ た 別 の 添
加 剤 は ク エ ン 酸 で あ り 、 一 般 に 約 ０ ． ０ ５ ～ １ ． ０ 重 量 ％ 、 好 ま し く は 約 ０ ． １ ～ ０ ． ６
重 量 ％ の 量 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 共 柔 軟 剤 （ co-softener） を 所 望 に よ り 本 組 成 物 中 に 含 ん で よ く 、 こ れ は 例 え ば 脂 肪 族
ア ル コ ー ル 、 グ リ セ リ ン モ ノ － ス テ ア ラ ー ト ま た は グ リ セ リ ン モ ノ － オ レ ア ー ト で あ る 。
　 布 帛 柔 軟 化 組 成 物 に お い て 一 般 に 使 用 さ れ る 他 の 任 意 の 成 分 を 少 量 加 え て 、 本 発 明 の 液
体 布 帛 柔 軟 剤 組 成 物 の 外 観 ま た は 性 能 特 性 を 向 上 さ せ て よ い 。 こ の タ イ プ の 典 型 的 な 成 分
と し て は 、 着 色 剤 、 例 え ば 、 染 料 ま た は 顔 料 、 青 味 付 け 剤 （ bluing agent） 及 び 殺 菌 剤 が
挙 げ ら れ る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 布 帛 柔 軟 剤 組 成 物 は 、 濃 縮 形 態 で あ ろ う と 希 釈 形 態 で あ ろ う と 、 最 終 使 用 者 に よ っ て 容
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易 に 注 ぐ こ と が 可 能 で な け れ ば な ら な い 。 従 っ て 、 一 般 に 、 生 成 物 の 粘 度 は 、 消 費 者 が 使
用 す る 場 合 に 約 ５ ０ ０ セ ン チ ポ ア ズ を 超 え る べ き で は な く 、 好 ま し く は ２ ５ ０ セ ン チ ポ ア
ズ 以 下 で あ る 。 特 に 断 ら な い 限 り 、 本 明 細 書 に お い て 使 用 す る 粘 度 は 、 ５ ０ rpmで ス ピ ン
ド ル ＃ ２ を 用 い て ブ ル ッ ク フ ィ ー ル ド Ｒ Ｖ Ｔ Ｄ デ ジ タ ル 粘 度 計 を 使 用 し て ２ ５ ℃ （ ２ ２ ～
２ ６ ℃ ） で 測 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 濃 縮 組 成 物 を 一 般 に ４ ： １ 以 上 、 好 ま し く は 最 高 約 ８ ： １ ま で 、 ま た は １ ０ ： １ の 率 で
で さ え も 希 釈 し て よ い 。 最 高 約 ２ ５ 重 量 ％ ま で の 柔 軟 剤 を 有 す る 濃 縮 生 成 物 を 製 造 し て よ
く 、 こ れ は 、 長 期 間 に わ た り 注 ぐ こ と が 可 能 で 、 相 分 離 ま た は 懸 濁 粒 子 ア グ ロ メ レ ー シ ョ
ン に 対 し て 安 定 な ま ま で あ ろ う 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
実 施 例 １
　 粘 度 測 定 を 行 っ て 、 本 発 明 の 範 囲 外 で あ る 従 来 の エ ス テ ル ク ア ト を 含 む 対 応 す る 組 成 物
（ 組 成 物 ２ ） に 対 し て 本 発 明 の 布 帛 柔 軟 剤 組 成 物 （ 組 成 物 １ ） を 比 較 し た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 表 １ に 示 す よ う に 、 組 成 物 １ は 、 本 発 明 の エ ス テ ル ク ア ト で あ る エ ス テ ル ク ア ト Ａ を 含
み 、 こ れ は 、 約 ３ ４ ％ の モ ノ エ ス テ ル 、 約 ５ ６ ％ の ジ エ ス テ ル 及 び 約 １ ０ ％ の ト リ エ ス テ
ル （ 乾 燥 試 料 中 の 重 量 の 基 準 化 パ ー セ ン ト ） の 分 布 を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 組 成 物 ２ は 、 本 発 明 の 範 囲 外 の エ ス テ ル ク ア ト で あ る エ ス テ ル ク ア ト Ｂ を 含 み 、 こ れ は
、 約 ２ １ ％ の モ ノ エ ス テ ル 、 約 ６ １ ％ の ジ エ ス テ ル 及 び 約 １ ８ ％ の ト リ エ ス テ ル 化 合 物 （
乾 燥 試 料 中 の 基 準 化 重 量 ％ ） の 分 布 を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 ブ ル ッ ク フ ィ ー ル ド Ｒ Ｖ Ｔ 粘 度 計 （ ５ ０ rpm、 ス ピ ン ド ル ＃ ２ ） を 用 い て 粘 度 測 定 を 行
っ た 。 広 範 囲 に わ た る 温 度 で エ ー ジ ン グ し た 試 料 に 関 し て 、 ６ 週 間 の エ ー ジ ン グ 後 に 粘 度
を 測 定 し た 。 結 果 を 下 記 の 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 表 ２ に 基 づ い て 、 本 発 明 の 組 成 物 （ 組 成 物 １ ） は 、 試 験 し た 広 範 囲 の 温 度 に わ た っ て 、
か な り よ り 安 定 な 粘 度 プ ロ フ ィ ル を 明 ら か に し た 。
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